




 

従来より先天性甲状腺機能低下症の発生に種々の抗甲状腺抗体が関与しているのではない

かと考えられてきたが,結論は得られていない。すなわち本症の児および母親の抗甲状腺抗

体保有率が正常対照に比し有意に高いことから,母親甲状腺自己抗体が経胎盤的に胎児に

移行し甲状腺形成異常の発症に何らかの影響をあたえているのではないかという考え方が

ある。一方抗体陽性者の妊娠経過をみると出生した児の多くは全く異常がないことから反

対の意見も多い。そこで今回は,スクリーニングで要精検となった児について母児の抗甲状

腺抗体保有率の検討を行ない,要精検になる因子に抗体保有が何らかの関与があるか検討

してみた。 


